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事例から学ぶ

➡この他にも事例が報告されています。

【把握した情報源：患者からの聴取】

【把握した情報源：薬剤服用歴】

■事例の詳細
花粉症の患者にオロパタジン塩酸塩錠5mg「JG」が処方された。交付時に、患者は
電車の運転士であり、服用期間中も運転業務を継続することを聴取した。オロパタジン
塩酸塩錠の添付文書には「眠気を催すことがあるので、本剤投与中の患者には
自動車の運転等危険を伴う機械の操作には従事させないよう十分注意すること。」と
記載があるため疑義照会を行った結果、フェキソフェナジン塩酸塩OD錠60mg
「YD」に変更になった。

■推定される要因
処方医は、処方した薬剤の添付文書に自動車の運転等を行う患者に注意が必要な旨が
記載されていることを知らなかった可能性がある。

■薬局での取り組み
抗ヒスタミン薬などの眠気が発現しやすい薬剤が処方された際は、患者に自動車等の
運転を行う可能性があるか確認する。

【把握した情報源：患者からの聴取】

自動車の運転等危険を伴う機械を操作する患者に
注意が必要な薬剤に関する事例

◆ アレルギー性鼻炎の患者にルパフィン錠10mgが初めて処方された。眠気が発現する
可能性があるため、自動車の運転などに従事しないように服薬指導したところ、仕事で
自動車を運転するため、眠気が発現すると困ると申し出があった。ビラノア錠などの
眠気が発現する可能性が少ない薬剤への変更が望ましいと判断し、医師に提案した結果、
ビラノア錠20mgへ変更になった。

◆整形外科を受診した患者にエペリゾン塩酸塩錠50mg「トーワ」を含む複数の薬剤が処方
された。薬剤服用歴に職業が配送業であることが記載されていた。エペリゾン塩酸塩錠
の添付文書には「脱力感、ふらつき、眠気等が発現することがあるので、その場合には
減量又は休薬すること。なお、本剤投与中の患者には自動車の運転など危険を伴う機械
の操作には従事させないように注意すること。」と記載があるため、疑義照会を行った。
その結果、エペリゾン塩酸塩錠50mg「トーワ」は削除になった。
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◆ 当薬局に初めて来局した患者から、ポララミン錠2mgが記載された処方箋を応需した。
新規患者アンケートに「営業職で1日8時間程度自動車を運転する」と記載があった。
さらに、患者は毎日、自動車で子供の送迎をしていることも聴取した。ポララミン錠
2mgの服用による眠気の発現の可能性について説明したところ、患者は薬剤の変更を
希望した。処方医に患者の自動車の運転状況を伝え、フェキソフェナジン塩酸塩錠や
漢方薬への変更を提案したところ、ポララミン錠2mgからツムラ小青竜湯エキス顆粒へ
変更になった。

【把握した情報源：新規患者アンケート】

ポイント
●添付文書の「警告」や「重要な基本的注意」に自動車運転等の禁止等の記載がある薬剤
が処方された際は、患者の生活状況について聴取し、自動車等の運転や危険を伴う作業
に従事していないか確認する必要がある。

●自動車運転等を禁止することにより日常生活や社会生活に支障が出る患者もいるため、
自動車運転等の頻度や状況、患者の病状やQOLを考慮した対応が求められる。

●自動車等の運転や高所作業に従事するかなどの情報を得られやすいように新規患者
アンケートの質問項目などを工夫しておく必要がある。さらに、得られた情報は薬剤
服用歴に記載しておき、患者に処方された薬剤が患者の生活状況に適切であるか検討
する際に活用することが重要である。

●患者に処方された薬剤について疑義照会が必要と判断した際には、代替となる薬剤の
提案を併せて行えるよう、日頃から積極的に情報を収集し、薬学的知識を深めておく
ことが大切である。


